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【３分で終了！】 一人ひとりが個性を認め合い、能力を発揮できる「男女共生」の

まちづくりに向けて（市民意識調査） 

 

○特に指示がない限り、１つだけ選んでください。 

問１ 「男は外で働き、女は家庭を守るべきである」という考え方がありますが、あ

なたはこれについてどう思いますか。 

 ① そう思う 

 ② どちらかといえばそう思う 

 ③ どちらかといえばそう思わない 

 ④ そう思わない 

 

問２ あなたがこれからの生活において、最も重視したいことはどれですか。 

 ① 子育て・教育 

 ② 自身の仕事・キャリア 

 ③ 学業（部活や友人との交流を含む） 

 ④ 家族との団らん・家庭生活（子育てを除く） 

 ⑤ 趣味や教養・娯楽 

 ⑥ 地域活動や社会貢献 

 ⑦ 休息や健康維持 

 ⑧ その他 

 

問３ あなたの現在の生活において、最も多く時間を費やしていることはどれですか。 

 ① 子育て・教育 

 ② 仕事（通勤時間を含む） 

 ③ 学業（部活や友人との交流を含む） 

 ④ 家族との団らん・家庭生活（子育てを除く） 

 ⑤ 趣味や教養・娯楽 

 ⑥ 地域活動や社会貢献 

 ⑦ 特に何もせず過ごす時間 

 ⑧ その他 

 

問４ あなたは、家庭生活における性別による役割分担についてどう思いますか。 

 ① 性別に関わらず、同じように家事や育児、介護などをするのがよい 

 ② 性別に関わらず、状況や事情に応じて、できる人が家事や育児、介護などをす

るのがよい 

 ③ 基本的にはどちらか一方が主導し、もう一方は補助するのがよい 

 ④ 主に女性が家事や育児、介護などをするのがよい 

 ⑤ 主に男性が家事や育児、介護などをするのがよい 
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問５ あなたのご家庭の実際の役割分担はどのようになっていますか。 

 ① 家族のなかで、同じように家事や育児、介護などをしている 

 ② 性別に関わらず、状況や事情に応じて、できる人が家事や育児・介護などをし

ている 

 ③ 主に女性が家事や育児、介護などをしている 

 ④ 主に男性が家事や育児、介護などをしている 

 ⑤ すべて自分でしている（一人暮らしなど） 

 

問６ あなたは、普段、１日のうちどれぐらい家事や育児、介護といった家庭の仕事

をしていますか 

 ① まったくしない 

 ② 15 分未満 

 ③ 15～30 分未満 

 ④ 30 分～１時間未満 

 ⑤ １～３時間未満 

 ⑥ ３～５時間未満 

 ⑦ ５～８時間未満 

 ⑧ ８時間以上 

 

問７ あなたが理想とする仕事と生活（家庭・趣味など）のバランスはどれですか。 

 ① 仕事を優先したい 

 ② どちらかといえば仕事を優先したい 

 ③ 仕事と生活を両立したい 

 ④ どちらかといえば生活を優先したい 

 ⑤ 生活を優先したい 

 

問８ あなたの現在の状況に最も近いものはどれですか 

 ① 仕事を優先している 

 ② どちらかといえば仕事を優先している 

 ③ 仕事と生活を両立している 

 ④ どちらかといえば生活を優先している 

 ⑤ 生活を優先している 

 ⑥ 働いていない 
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問９ あなたの職場（あるいは直近の職場）では、出産や育児を迎えた女性の多くは、

どのような選択をしていますか。 

 ① フルタイムのまま、キャリアを中断せずに働き続けている 

 ② 短時間勤務などの制度を利用し、仕事をセーブしながら継続している 

 ③ 一度退職し、落ち着いてからパートなどで再就職している 

 ④ 出産を機に退職し、その後は働いていない 

 ⑤ 周りに該当する人がいない 

 ⑥ 働いていない・働いたことがない 

 

問 10 働く場における採用や昇進、仕事の内容などは、性別に関わらず、本人の能力

に基づいて決まることについてどう思いますか。 

 ① よいと思う 

 ② どちらかといえばよいと思う 

 ③ どちらかといえばよいと思わない 

 ④ よいと思わない 

 

問 11 あなたの職場（あるいは直近の職場）において、あてはまるものをすべて選ん

でください。 

 ① 「この仕事は男性（女性）向き」という思い込みがあり、業務の割り振りが偏

っている 

 ② 性別によって、昇進・昇格のスピードや機会に偏りがある 

 ③ 性別によって、同じ成果を出しても評価に差があると感じる 

 ④ 性別による不平等や役割分担意識などは一切ない（平等である） 

 ⑤ わからない 

 ⑥ 働いていない・働いたことがない 

 

問 12 あなたは、職場で管理職やリーダーなど責任あるポストに就きたいと思いま

すか。 

 ① 既に就いている、または積極的に就きたい 

 ② チャンスや条件が合えば就きたい 

 ③ あまり就きたくない 

 ④ 絶対に就きたくない 

 ⑤ わからない 

 ⑥ 働いていない・働いたことがない 

 

 

 

 

 

 

 

こちらを選択した人のみ「問 12-2」をお答えください 
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 問 12－２ あなたが、職場で管理職やリーダーに「③あまり就きたくない」「④絶

対に就きたくない」と思う理由はどれですか。あてはまるものをすべて選

んでください。 

   ① 家庭と仕事の両立が難しい 

   ② 自分の自由な時間や生活のペースを崩したくない 

   ③ 体力や体調に不安がある 

   ④ 人をまとめたり、意見を調整したりする自信がない 

   ⑤ トラブル発生時の責任や、精神的なプレッシャーを負いたくない 

   ⑥ 周囲のサポートや協力体制が不足している 

   ⑦ その他 

 

 

問 13 地域活動（ＰＴＡや町内会など）の運営における性別による役割の固定化につ

いて、どう思いますか。 

 ① 性別に関わらず、誰もが対等に役員や責任ある役職を担うのがよい 

 ② 性別に関わらず、それぞれの適正や能力に応じた活動内容の分担をするのがよ

い 

 ③ 力仕事や懇親会準備など、活動内容に応じた性別の役割分担は必要だ 

 ④ 長年培われてきた、地域ごとの役割分担や慣習を尊重するのがよい 

 ⑤ わからない 

 ⑥ その他 

 

問 14 あなたの身の回りでは、性別や年齢、国籍、宗教、それぞれの環境の違い、特

性などに関わらず、お互いの個性が尊重されていると感じますか。 

 ① 非常に感じる 

 ② ある程度感じる 

 ③ あまり感じない 

 ④ まったく感じない 
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問 15 すべての市民が、自らの個性を発揮していきいきと暮らせる社会にするため

に、市はどのようなことに力を入れたらよいと思いますか。あてはまるものす

べてを選んでください。 

 ① 一人ひとりの生き方や個性を認め合うための、市民向けの講座の実施や広報活

動などによる意識の醸成 

 ② それぞれの個性や環境の違い、特性などを受け入れ、自分らしく生きることの

大切さを伝える教育の推進 

 ③ 地域のリーダー（町内会など）や自治体職員が、様々な事情を抱えた人への理

解を深めるための研修 

 ④ 自分の個性や特性などについて、周りに言えない悩みを安心して相談できる場

所の充実 

 ⑤ 同じ悩みや不安を持つ人たちが、安心して集まり交流できる居場所づくり 

 ⑥ 特に取り組む必要はない 

 ⑦ わからない 

 ⑧ その他 ※その他の内容は以下の欄にご記入ください。 

（                            ） 
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●あなたのことについてお知らせください。 

問Ａ あなたの性別を選んでください。 

 ① 男性 

 ② 女性 

 ③ その他・答えない 

 

問Ｂ あなたの年齢を選んでください。 

 ① ２０歳未満 

 ② ２０代 

 ③ ３０代 

 ④ ４０代 

 ⑤ ５０代 

 ⑥ ６０代 

 ⑦ ７０代以降 

 

問Ｃ あなたのお住まいの地域を選んでください。 

 ① 中央地区 

 ② 東部地区 

 ③ 西部地区 

 ④ 南部地区 

 ⑤ 北部地区 

 ⑥ 河辺地区 

 ⑦ 雄和地区 

 

問Ｄ あなたの職業等を選んでください。 

 ① 正規の職員・従業員 

 ② 非正規の職員・従業員 

 ③ 会社、団体などの役員 

 ④ 自営業 

 ⑤ 専業主婦・主夫 

 ⑥ 学生 

 ⑦ 無職 

 

問Ｅ あなたの現在の家族形態を選んでください。 

 ① ひとり暮らし 

 ② パートナーとの二人暮らし（事実婚等含む） 

 ③ 二世帯家族（親と子ども（未婚・既婚を問わず）） 

 ④ 三世帯以上での同居（親と子ども、孫など） 

 ⑤ その他 


